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本日の内容
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• 食肉衛生検査所って何をしているの１

• 現在のＢＳＥ対策はどうなっているの２
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と畜検査
• 食肉の検査は、病気や異常のみられる肉を排除するために、獣
医師である検査員が一頭ごとにおこなっています

微生物汚染の防止

• 枝肉のふきとり検査や施設の衛生指導

残留有害物質の検査

• 残留抗菌性物質や放射性物質の検査
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生体検査

頭部検査

内臓検査

枝肉検査

精密検査

とちく検査
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家畜が生きている状態で、病気にかかっていないかどうか検査

します。異常なしと判断された牛だけが解体されます。耳標の確
認もおこないます。

生体検査
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全国各地からトラックで
運ばれてきます
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頭部検査

解体後、最初に頭部を検査します。頭部のリンパ節や口腔内の

検査をおこないます。また、ここでＢＳＥ検査に用いる延髄を
採取します。
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心臓、肺、肝臓、胃腸などの臓器とリンパ節を切って、炎症や

出血などの病変がないか細かく調べます

内臓検査
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筋肉や脂肪などの異常はないか、枝肉全体の外観を観察します。

あわせて、腎臓の状態も検査します。

枝肉検査
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と畜検査において、通常の肉眼的検査で判断の難しいものについては、微
生物学的、病理学的、理化学的に精密検査を行います。

精密検査

微生物学的検査

• と畜検査で細菌性の疾患が疑われた場合やと畜場の
衛生状態を調べるために、どんな細菌がどのくらい
いるか検査します

病理学的検査

• 白血病や腫瘍など肉眼検査では診断しにくい疾病に
ついて、顕微鏡などを用いて検査します

理化学的検査

• 黄疸、尿毒症が疑われる場合、血液検査をおこなっ
たり、抗菌性物質の残留の有無を調べます



微生物汚染の防止
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と畜場法施行規則の一部改正（平成8年）の主な内容

①衛生管理責任者の設置、作業記録
②直腸、食道の結紮
③ナイフの83℃以上での消毒
④手指の消毒、軍手の不使用
⑤適正な冷却保管

枝肉のふきとり検査 一般生菌数、大腸菌群数、O157

まな板や使用水のなどの検査 ATP,残留塩素濃度

施設の巡回指導や衛生教育など



残留有害物質の検査
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残留抗菌性物質

•と畜検査の際に、筋肉内に注射の痕跡が認め
られるなど、抗菌性物質の使用が疑われた場
合は、と畜検査と平行して残留抗菌性物質の
検査を行っています

（放射性物質）

•府内でと畜される牛の肉については、食肉衛
生検査所において放射性物質のスクリーニン
グ検査を実施しています



残留抗菌性物質
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検体からの抽出液を含ませたディスクを検査用の培地に置きます。これを培
養すると菌が増殖して培地全体が白く濁ってきますが、抗生物質などが入っ
ていると、菌が死んでディスクの周りに透明な阻止円ができます



放射性物質
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松原食肉衛生検査所では、と畜されるすべての牛について放射性セシウ
ムのスクリーニング検査を実施しています。
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BSEスクリーニング検査
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延髄の採取 延髄 異常プリオンタンパクの検出

BSE感染牛が確認された直後より、全月齢の牛をBSE検査対象。その後検査月
齢の見直しがおこなわれた後も、全国で全頭検査が継続されてきたが、平成
２５年７月以降は全国統一で「４８カ月齢超」を対象としたBSE検査に変更
された。
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BSEスクリーニング検査



ＢＳＥ検査
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自治体
（食肉衛生検査所）

国

ＢＳＥスクリー
ニング検査

陽性 陰性

確認検査
●ウエスタンブロット法
●免疫組織化学検査

いずれも
陰性

いずれかが
陽性

焼却

食肉として
流通
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SRM（特定危険部位）の範囲変更平成25年4月から

頭部（舌・頬肉を除く） →30カ月齢超

扁桃 →全月齢

せき髄 →30カ月齢超

回腸遠位部 →全月齢

せき柱 →30カ月齢超

全
月
齢



SRMの管理に係る月齢による分別管理
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30カ月齢超の牛には印がつけられます

と畜当日の解体前に関係者に渡される搬
入牛リスト表。と畜順に、と畜番号、個
体識別番号、種別、出生年月日などの情
報が記載されています

生体検査時に耳標
とリスト表を照合
し、誤りがないか
一頭毎に調べます
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牛の月齢の個体管理

生体の背中にと畜番号をナンバリング

30カ月齢超の牛には頭部から背中
へ青スプレーにより識別



頭部の分別管理、SRMの除去
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舌根部や周辺組織にも
扁桃が存在しているの
で確実に除去し、SRMと
して処理

頭部への標識、３０カ月齢超の頭部には
インクで×印をつけて分別

頭部作業台を区分



SRMの廃棄
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すべての扁桃を除去することが困難な
ため、可食部位除去後の頭部はSRMと
して処理

除去されたSRMは、専用容器に
廃棄し、処理
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BSE検査

SRMの確実な除去

飼料規制

BSE対策（まとめ）


